
4市議会だより　　みなみそうま（Vol.45）

○
環
境
回
復
推
進
委
員
会
設
置

事
業　
　
　
　
　

110
万
６
千
円

【
主
な
内
容
】

　

市
内
全
域
の
環
境
回
復
を
図

る
た
め
、
南
相
馬
市
環
境
回
復

推
進
委
員
会
を
運
営
し
、
指
導

及
び
助
言
を
受
け
る
。

・
事
業
内
容

環
境
回
復
推
進
委
員
会
運
営

に
要
す
る
経
費

　

委
員　
　
　
　

：
５
人

　

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
：
１
人

　

開
催
回
数　
　

：
４
回

質　

疑　

従
来
の
除
染
対
策
推

進
会
議
と
は
、
担
う
役
割
が
異

な
る
の
か
。

答　

弁　

平
成
28
年
度
で
除
染

が
一
通
り
完
了
す
る
と
こ
ろ
か

ら
、
平
成
29
年
度
の
テ
ー
マ
と

し
て
、
除
染
土
壌
等
の
減
容
化

や
再
生
資
源
化
に
向
け
た
議
論

を
進
め
て
い
く
。

○
浄
化
槽
設
置
整
備
復
興
事
業

補
助
金　
　

４
千
37
万
８
千
円

【
主
な
内
容
】

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害

を
受
け
た
者
に
対
す
る
住
宅
等

の
再
建
を
支
援
す
る
た
め
、
合

併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
者

に
対
し
、補
助
金
を
交
付
す
る
。

質　

疑　

合
併
浄
化
槽
の
許
可

の
手
続
き
等
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

今
回
進
め
て
い
る
浄

化
槽
の
補
助
金
の
申
請
業
務
で

は
、
排
水
同
意
の
添
付
を
義
務

づ
け
て
は
い
な
い
が
、
一
部
用

水
路
を
兼
ね
る
よ
う
な
と
こ
ろ

に
つ
い
て
は
水
利
権
が
発
生
し

て
い
れ
ば
水
利
権
者
の
確
認
が

必
要
に
な
る
と
指
導
を
し
て
い

る
。
側
溝
に
つ
い
て
は
、
施
設

に
接
続
す
る
時
に
、
道
路
法
の

規
定
に
基
づ
い
て
の
許
可
行
為

が
必
要
に
な
る
。

○
有
害
鳥
獣
焼
却
施
設
整
備
事

業　
　
　
　
　
　

495
万
１
千
円

【
主
な
内
容
】

　

放
射
能
汚
染
度
が
高
い
駆
除

さ
れ
た
有
害
鳥
獣
（
主
に
イ
ノ
シ

シ
）の
処
理
を
安
全
に
行
う
た
め
、

専
用
焼
却
施
設
の
整
備
を
行
う
。

・
事
業
内
容

施
設
建
設
用
地
の
調
査
測
量

業
務
委
託

質　

疑　

捕
獲
し
た
イ
ノ
シ
シ

等
有
害
鳥
獣
を
焼
却
処
分
す
る

施
設
の
建
設
で
あ
る
が
、
ク

リ
ー
ン
原
町
セ
ン
タ
ー
に
埋
設

し
て
い
る
イ
ノ
シ
シ
等
を
運
び

込
む
考
え
は
あ
る
の
か
。

　

ま
た
、
焼
却
処
分
す
る
有
害

鳥
獣
に
つ
い
て
、
本
市
で
駆
除

さ
れ
た
動
物
に
限
る
の
か
。

答　

弁　

当
該
施
設
で
焼
却
処

分
す
る
の
は
、
基
本
的
に
は
今

後
駆
除
さ
れ
た
有
害
鳥
獣
の
み

と
考
え
て
い
る
。
た
だ
、
現
行

埋
設
し
て
い
る
有
害
鳥
獣
に
つ

い
て
は
、
施
設
の
性
能
・
設
備

に
も
よ
る
が
、
焼
却
で
き
る
か

ど
う
か
を
検
証
し
な
が
ら
整
理

し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、焼
却
処
分
す
る
の
は
、

市
内
で
捕
獲
・
駆
除
さ
れ
た
イ

ノ
シ
シ
、
サ
ル
な
ど
の
有
害
鳥

獣
の
み
と
し
て
い
る
。

○
市
内
事
業
所
情
報
発
信
事
業

259
万
７
千
円

【
主
な
内
容
】

　

新
規
高
校
卒
業
者
の
地
元
定

着
を
図
り
、
か
つ
進
学
等
で
転

出
し
た
方
な
ど
の
Ｕ
タ
ー
ン
・

Ｉ
タ
ー
ン
就
職
を
促
す
た
め
、

市
内
事
業
者
の
魅
力
や
求
人
情

報
な
ど
を
分
か
り
易
く
発
信
す

る
。

・
事
業
内
容

み
な
み
そ
う
ま
就
職
ナ
ビ

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
管
理
運
営
業

務
委
託

質　

疑　

地
元
企
業
の
求
人
情

報
を
検
索
で
き
る
こ
と
か
ら
、

商
工
会
議
所
、
中
小
企
業
家
同

友
会
等
へ
の
働
き
か
け
と
、
希

望
す
る
団
体
の
受
け
入
れ
に
つ

い
て
伺
う
。

答　

弁　

今
年
度
か
ら
委
託
に

よ
り
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
内
容

の
充
実
を
考
え
て
い
る
が
、
現

在
49
社
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

来
年
度
も
50
社
程
度
を
予
定
し

て
お
り
、
総
数
100
社
程
度
を
予

定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
就
職
ナ
ビ
だ

が
、
今
年
度
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
ア
プ
リ
の
開
発
も
行
い
、
商

工
会
議
所
、
商
工
会
、
中
小
企

業
家
同
友
会
等
に
働
き
か
け

て
、
掲
載
企
業
を
増
や
し
て
い

き
た
い
。
さ
ら
に
、
ふ
る
さ
と

回
帰
同
窓
会
支
援
補
助
金
、
Ｕ

Ｉ
タ
ー
ン
就
職
支
援
助
成
事
業

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
１
人
で
も

多
く
の
方
が
地
元
に
戻
っ
て
こ

ら
れ
る
よ
う
支
援
を
し
た
い
。

定
例
会

みなみそうま就職ナビのホームページ
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○
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命
に

つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

大
石　

力
彌
（
原
町
区
）
再
任

　

任
期
：
４
年　

人　
　

事

議案番号 件　　　　　　　　　名 議決状況

１ 福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書の提
出について 原案可決

委員会提出議案／意見書

受理番号 件　　　　　名 請願・陳情者氏名 議決状況

請願
第１号

福島県最低賃金の引き上げ
と早期発効を求める意見書
提出の請願について

日本労働組合総連合会福島
県連合会原町地区連合
　　　議長　白坂　陽一郎

採　　択

陳情
第１号

「共謀罪法の創設を行わな
いこと」の意見書提出を求
める陳情について

新日本婦人の会　南相馬支部
　　支部長　渡部　チイ子

継続審査

陳情
第２号

避難している子供や家族を
対象にしたアンケート調査の
実施を求める陳情について

佐藤　慎治 採　　択

３月定例会で審査された請願・陳情とその結果

○
プ
レ
ミ
ア
ム
付
事
業
再
開
・

帰
還
促
進
券
発
行
事
業

５
億
２
千
850
万
円

【
主
な
内
容
】

　

需
要
を
喚
起
し
被
災
地
域
の

経
済
活
性
化
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
事
業
者
及
び
住
民
双
方
の

帰
還
の
促
進
に
資
す
る
た
め
、

プ
レ
ミ
ア
ム
付
事
業
再
開
・
帰

還
促
進
券
を
発
行
す
る
実
行
委

員
会
に
対
し
、
負
担
金
を
支
出

す
る
。

・
事
業
内
容

総
事
業
費
：14

億
７
千
850
万
円

プ
レ
ミ
ア
ム
率
：
50
％
（
１

冊
あ
た
り
額
面
15
千
円
を

10
千
円
で
販
売
）

購
入
可
能
冊
数
：
１
人
最
大

６
冊
（
60
千
円
）

購
入
条
件
：
平
成
29
年
４
月

１
日
現
在
、
市
に
住
民
登
録

の
あ
る
方

商
品
券
利
用
期
間
：
平
成
29

年
７
月
下
旬
か
ら
平
成
30
年

１
月
上
旬

質　

疑　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
事
業

再
開
・
帰
還
促
進
券
発
行
事
業

の
29
年
度
と
今
後
の
計
画
及
び

総
事
業
費
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

本
年
度
は
新
た
に
集

客
力
を
高
め
る
イ
ベ
ン
ト
事
業

の
取
り
組
み
を
考
え
て
い
る
。

こ
の
事
業
は
県
の
採
択
を
受
け

る
条
件
が
あ
り
、
当
初
予
算
に

計
上
し
て
い
な
い
が
、
年
間

６
千
万
円
程
度
の
予
算
を
考
え

て
い
る
。
３
年
間
、
こ
の
金
額

を
計
上
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
構
成
団
体
は
、
小
高

商
工
会
、
鹿
島
商
工
会
、
原
町

商
店
連
合
会
、
原
町
商
工
会
議

所
の
市
内
経
済
団
体
、
そ
れ
に

市
が
参
加
す
る
こ
と
を
想
定
し

て
い
る
。
基
本
的
に
単
年
度
事

業
で
あ
り
、
野
馬
追
の
と
き
か

ら
年
末
年
始
ま
で
は
使
い
た
い

と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
を
対
象

期
間
と
し
て
実
施
で
き
る
よ
う

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
逆
算
し
て
、

始
期
と
終
期
を
定
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

○
ロ
ボ
ッ
ト
活
用
ス
ク
ー
ル

チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

61
万
７
千
円

【
主
な
内
容
】

　

教
育
環
境
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
「
ロ
ボ
ッ
ト
の
ま
ち
南

相
馬
」を
広
く
発
信
す
る
た
め
、

人
型
ロ
ボ
ッ
ト
を
市
内
全
小
中

学
校
に
配
置
す
る
。

質　

疑　

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
グ

ル
ー
プ
の
支
援
を
受
け
、
ロ

ボ
ッ
ト
「
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
」
を

無
償
で
市
内
全
小
中
学
校
へ
配

置
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
授
業
実
施
に
あ
た

り
、
専
門
的
知
識
が
必
要
と
思

う
が
、
ど
の
よ
う
な
形
で
授
業

を
行
う
の
か
。

答　

弁　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
授

業
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
教
員

に
講
習
を
受
け
て
も
ら
う
。
加

え
て
、
教
育
委
員
会
で
雇
用
し

て
い
る
Ｉ
Ｔ
支
援
員
も
授
業
の

支
援
に
当
た
る
。
ま
た
、
ソ
フ

ト
バ
ン
ク
に
お
い
て
も
専
門
の

ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
を
設
置
し
、
あ

ら
ゆ
る
疑
問
等
に
対
応
し
て
い

く
体
制
を
整
え
て
い
る
。

定
例
会

委
員
会
提
出
意
見
書

請
願
・
陳
情


